自主学習のすすめ＜小学校　理科（例）＞

「なぜ？どうして？ふるさととやまの自然・科学ものがたり」を活用することで、身のまわりの自然や自然災害に関心をもち、防災意識を高める家庭学習
[image: ]１　活動の進め方P100,P101参照
（デジタルブック）

(1)  「なぜ？どうして？ふるさととやまの自然・科学ものがたり」P100,101を読んで、身のま
わりの自然災害をまとめよう。
(2) 自分の家の中に、危険箇所がないかチェックしてみよう。
(3) もしも災害が起こったときに避難する場所を調べよう。
２　ワークシート例年　 組　  番　名前

　　　　月　 日（　　　）天気　　　　　　 　　
(1)身 (み)のまわりの自然 (しぜん)災害 (さいがい)をまとめよう自然 (しぜん)災害 (さいがい)にはいろいろなものがあります。
①Ｐ１００、１０１を参考 (さんこう)に、あなたが住 (す)んでいる地域 (ちいき)では、どのような自然 (しぜん)災害 (さいがい)が起 (お)こる可能性 (かのうせい)が高いか考えてみましょう。
②また、その中から１つ選んで、その自然 (しぜん)災害 (さいがい)が起きたらどうしたらいいのかを書きましょう。

  ①



②　が起きたときはどうしたらいいかな



	
[bookmark: _Hlk152849247](2)家の中の危険 (きけん)な場所 (ばしょ)をチェックしよう４照明 (しょうめい)が落ちてこないように固定 (こてい)する（つり下げ式のものはチェーンなどを利用し、３～４方向に連結 (れんけつ)する）
１棚 (たな)の上に物 (もの)を置 (お)かない
災害 (さいがい)への対策例　　

[image: ]

１家具 (かぐ)が倒 (たお)れないように固定 (こてい)する

出入り口の近くに大きな荷物 (にもつ)を置かない

２ガラスが割 (わ)れて飛 (と)び散 (ち)らないようフィルムを貼 (は)る


自分の家で、よく使う部屋の様子を描いてみよう

５寝 (ね)たり、座 (すわ)ったりする位置 (いち)は、大きな家具や窓 (まど)から離 (はな)れた場所 (ばしょ)にする


家の中に、災害に向けて直せるところはないかな。
タブレットで写真をとって、どのように直せるか書きましょう。
３テレビなどの電気 (でんき)製品 (せいひん)の下に耐震 (たいしん)マットを敷 (し)く

(３)災害 (さいがい)が起こったときに避難 (ひなん)する場所 (ばしょ)を調 (しら)べようインターネットを利用 (りよう)して、各市町村のホームページからハザードマップ（防災 (ぼうさい)マップ）を調 (しら)べてみよう。
1 自分の家はどこに位置 (いち)しているのか確認 (かくにん)してみよう。
2 いざというとき、どこに避難 (ひなん)するのか、避難 (ひなん)場所 (ばしょ)を家族 (かぞく)と確認 (かくにん)しておこう。


3 ハザードマップを見て、気付いたことを書こう。
わたしの避難 (ひなん)場所 (ばしょ)は
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